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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 一 覧 表 

令和５年１１月１３日 

件  名 内  容 日時及び場所  ＰＲの方法 

１ 「あだち生きも

の 図 鑑 を つ く ろ

う！2023 夏編」の

実施結果について 

 

所管課 

【環境政策課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目的 

  身近な生きものとふれあい、生き

ものに興味を持つきっかけを提供

し、生物多様性の普及啓発や保全に

つなげる。 

 

２ 投稿者数 

  758人（2022夏編 906人） 

 ※ 昨年同時期より 148人減 

 

３ 投稿件数 

  5,919件（2022夏編 9,487件） 

 ※ 昨年同時期より 3,568件減 

 

４ 発見種数 

  1,258種（2022夏編 1,731種） 

 ※ 昨年同時期より 473種減 

 

５ 今後の方針等 

（１）連日の猛暑による外出自粛等も

影響し、昨年同時期と比べて、投

稿者数、投稿件数、発見種数のい

ずれも減少した。 

（２）投稿内容を精査し、「足立区だけ

の生きもの図鑑 2023夏編」を作成

し、公開。また、2024春編の実施

に向けた準備を進める。 

 

 

 

１ 開催日時 

  ７月２１日（金）

～８月３１日（木） 

 

２ 開催場所 

  足立区全域 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１１月１３日 

件   名 環境基金助成の募集について 

所管部課名 環境部環境政策課 

内   容 

 令和６年度第一期環境基金助成の対象となる取組みを、以下の内容で募集す

る。 

１ 募集期間 

  令和５年１２月１１日（月）から令和６年１月２４日（水）まで 

２ 対象者 

区民、区内事業者・団体、助成活動を区内で実施する区外事業者・団体 

３ 助成の種類 

（１）一般助成（助成上限１，０００万円） 

① 区が設定する課題に対応する活動や先進的な技術開発、研究等が対象 

② 環境基金審査会によるプレゼンテーション等の審査 

（２）ファーストステップ助成（助成上限２０万円） 

① 新たに開始する環境活動や既存の取組みの拡充等が対象 

② 書類審査のみ 

４ 周知方法 

  あだち広報１２月１０日号、区ホームページ、ＳＮＳ、大学・高校や各種

団体等への情報提供 

５ 助成対象となる活動の審査 

  令和６年３月２８日（木）に環境基金審査会を開催する。 

６ 交付・不交付決定と活動の開始 

  環境基金審査会の審査結果を踏まえ、令和６年４月に交付・不交付を決定

し、通知する。活動は交付決定日以降の開始となる。 

７ 今後の方針 

  募集時には、令和６年度予算の成立が前提となることを明確に示す。 

第二期の募集は４月頃に行う予定。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 
   

 令和５年１１月１３日 

件   名 ウォームビズの実施について 

所管部課名 環境部環境政策課 

内   容 

 エネルギー使用量を削減する冬の地球温暖化対策として「ウォームビズ」

を実施する。当区の施設においては、暖房時の室温は１９℃を目安とする。 

 

１ 対象 

  全ての区施設 

 

２ 実施期間 

  令和５年１２月１日（金）～ 令和６年３月３１日（日） 

 

３ 取組内容 

（１）暖房時の室温の目安は１９℃ 

（２）暖かい服装（重ね着など）での執務 

（３）区民への協力の呼びかけ 

 

４ 区民等への周知及び呼びかけ 

（１）区施設にポスター掲示 

（２）ミニのぼり旗のカウンター等への設置 

（３）あだち広報、区ホームページおよびＳＮＳ 

 

５ 今後の方針 

職員の服装については、区民に不快感を与えないように注意を促す。区

民等には無理のない範囲で暖房時の室温２０℃目安の実践を呼びかける。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１１月１３日 

件   名 あらかわボートクルーズの実施結果及び野鳥観察会の実施について 

所管部課名 環境部環境政策課 

内   容 

令和５年１０月の事業実施結果及び令和５年１２月に実施予定の事業に

ついて、以下のとおり情報連絡する。 

１ 令和５年１０月の事業実施結果について 

 

２ 令和５年１２月実施予定の事業について 

名 称 野鳥観察会 

実施日 １２月３日（日） ※１日２回開催 

会 場 都立舎人公園 

目 的 
身近な環境で生きものと出会う機会を提供し、その生態を

学びながら生きもの同士の関係を考えるきっかけとする。 

対 象 小学３年生以上の方（ただし小学生は保護者同伴） 

定 員 各回２０名×２回 ※ 計４０名（抽選） 

Ｐ Ｒ 

①  あだち広報、区ホームページ、ＳＮＳ 

②  実施会場周辺の小学校へチラシ配布 

 ※ 試行的にチラシのデータを全小学校へ 

C４thHome&Schoolで配信する。 
 

名称 あらかわボートクルーズ 

実施日 １０月２１日（土）及び２２日（日） ※１日６回開催 

会 場 新田リバーステーション 

目 的 
荒川の自然や歴史を学ぶ機会を提供し、足立区の自然環境

への愛着と環境保全意識を醸成するきっかけとする。 

対 象 小学生以上の方（ただし小学生は保護者同伴） 

定 員 
各回２０名×６回×２日 

※ 計２４０名（４１１名の応募あり抽選） 

参加者数 １９０名 

主な意見 

・感想 

①  天気が良く、鳥の姿もたくさん見られて、荒川の豊   

かさを見つけることができた。 

②  ゴミについて考えられた。 

③  荒川には色々な役目もあることを知れた。生き物だ 

 けでなく、人の事も守っていることを知れた。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 
   

 令和５年１１月１３日 

件   名 令和５年度廃棄物管理責任者講習会の実施について 

所管部課名 環境部ごみ減量推進課 

内   容 

１ 目的 

区内大規模事業所の廃棄物の適正排出及び再利用率の向上を図るため、 

必要な知識の取得を促す。 

２ 受講対象者 

（１）新任の廃棄物管理責任者 

（２）前年度までの講習会を受講していない廃棄物管理責任者 

３ 実施予定日時 

令和５年１２月上旬から令和６年１月下旬まで 

４ 実施方法 

  ホームページ上に掲載した資料の確認及び動画視聴による自主学習 

５ 修了条件 

  講習受講後の確認問題に７０％以上正解すること。 

確認問題の回答については、足立区オンライン申請システムまたは郵送 

により提出を受ける。 

６ 受講対象事業所数 

３９０事業所 

内訳：新任１６６事業所、未受講２２４事業所 

７ 過去の講習会受講事業所数 

年 度 
受講事業所数 

／対象事業所数 
備 考 

令和元年度 １０５／２３０ 集合型の講習会 

令和２年度 － 感染症対策のため中止 

令和３年度 ３９１／６５６ 資料確認による自主学習 

令和４年度 １９４／４１８ 資料確認及び動画視聴による自主学習 

  ※ 講習を対面から動画視聴に切り替えた令和４年度は、動画視聴環境 

の有無や動画が見つけられないなどの理由により、未受講となった事 

業所があったため受講事業所数が少なかった。 

 



７ 

 

８ 講習会受講を促す取り組み 

受講環境に影響されず講習会を受講できるよう、今年度は以下の通り対 

応する。 

（１）動画視聴環境がない事業所には、要望により紙資料を送付する旨を受 

講通知に明記する。 

（２）区ホームページに動画のリンクを貼る。 

（３）受講期間を約２か月とり、余裕をもって受講できるようにする。 

９ 今後の方針 

  受講後アンケート等を参考に、廃棄物の適正処理についてより理解が深

められるよう、受講資料及び動画の内容等を改善する。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

 令和５年１１月１３日 

件   名 年末の不法投棄・落書き防止の取組について 

所管部課名 環境部生活環境保全課 

内   容 

ビューティフル・ウインドウズ運動の一環として、毎年不法投棄が多く

なる１２月に「不法投棄防止キャンペーン」ならびに「不法投棄・落書き

重点点検」を実施する。 

  
※ １２月は不法投棄が増加している 

 

１ 不法投棄防止キャンペーン 

不法投棄・落書きの通報を呼びかけ、年内にきれいにする。 

（１）実施予定期間 

１２月１日(金)～１２月３１日(日) 

（２）内容 

通報した方または、通報協力員に新規登録した方先着１００名に、 

記念品を送付する。 

  

① ポーチ 

② ミニブランケット 
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【記念品】  

 

  

【イメージ写真】 
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（３）周知方法 

ア あだち広報（１１月２５日号） 

イ 区内拠点型＆商業施設等内の子育てサロン（１３カ所）へのポス

ター掲示、チラシ掲出 

ウ 北千住ペデストリアンデッキおよびアトリウムでの横断幕の掲示 

エ 区ホームページおよびＳＮＳ 

２ 不法投棄・落書きの重点点検 

（１）重点点検実施エリア （別紙 1-1、1-2参照） 

刑法犯認知件数が多い以下のエリアを重点的に点検して年内にきれ

いにする。 

ア 北千住駅周辺 

イ 竹ノ塚駅周辺 

ウ 西新井駅からアリオ周辺 

エ 綾瀬駅周辺 

オ 国道四号線の本庁舎から千住大橋まで  

（２）実施予定期間 

ア 重点点検期間  令和５年１０月２３日（月）～１１月２日（木） 

イ 撤去・消去対応 令和５年１２月下旬まで 

（３）点検方法 

職員により対象エリアを「徒歩」または「自転車」で点検し、不法 

投棄・落書きを確認する。 

（４）不法投棄・落書きの重点点検後の対応について 

発見された不法投棄物・落書きについては以下の対応を行う。 

ア 民有地の不法投棄は、所有者の同意をもらい区が撤去・消去する。 

イ 都・国・事業用地は管理者に撤去の依頼を行う。依頼箇所は定期

的に確認し、撤去・消去されない場合は働きかけを行う。 

３ 今後の方針 

  引き続き「美しいまち」の実現を目指し、ビューティフル・ウインド

ウズ運動の一環として取組を進めていく。 

 

 



竹の塚駅周辺

西新井駅周辺 綾瀬駅周辺

重点点検エリア

北千住駅周辺

別紙１－１

１０



重点点検箇所 別紙１－２

北千住駅周辺

国道四号線沿い
（本庁舎～千住大橋）

１１


